
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
～ いまこそ技術士を！ ～ 

 
東京大学大学院教授  

岡本孝司 

 
発電設備の総点検の結果を

受け、経済産業省は３０項目

の対応策を今年４月に発表し

ました。この中には、人と組織に対する監査的な対応

がいろいろと見受けられます。規制当局の対応として

は、より厳しく監査する方向にならざるを得ないので

すが、本当にそれは国民の安全に繋がっているのでし

ょうか。事業者やメーカーが自主的に安全を強化する

事が最も安全に繋がると信じています。そのためには、

安全に対する人的投資が最も重要で、かつ、最も効果

的と思います。 
プラントの安全を左右する大きな要因は「人」です。

特に技術者倫理は、安全を最も根底から支える基盤で

す。その基盤を担っている技術士の仕組みを、もっと

有効に活用することがプラントの安全に大きく繋がる

と考えています。例えば、「Ａプラントでは、事業者に

○○人の技術士が居て、協力会社のＢ社やメーカーの

Ｃ社にも○○人の技術士が居て、それぞれ鍵となる部

署で働いている」ということを積極的に広報する事で、

地元や国民の安心を、より高めることに繋がると思っ

ています。また、国、JNESや県などの規制側にも技
術士が居ることがさらに安心に繋がるのではないでし

ょうか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技術士の皆様が技術者倫理をよく理解し、信念に従

って行動される事で、より安全で安心なプラントが継

続されていく基礎になる時代が来ると確信しています。

原子力・放射線技術士の将来に大きく期待しています。 
 

～ 提言に伴う責任！ ～ 
 
(社)日本技術士会専務理事 
    竹下 功 

 
本年の６月８日に 原子力

安全・保安院の広瀬研吉院長

を貴部会の林部会長とご一緒

に、部会で急遽まとめられた「緊急提案―技術者倫理

の徹底と法令遵守のための技術士制度の活用につい

て」を持参して訪問いたしました。じっと私たちの説

明をお聞き戴いた後、院長はやおら口をひらいて「近々

電力会社の社長さん達に集まって頂いて、今回の一斉

調査を受けてのフォローアップの会合があるのでそこ

で話してみよう」と云ってくれました。広瀬院長とは

特にＪＣＯ臨界事故の事故調査委員会の活動などを通

してご一緒したことが多々あるとはいえ、願ったりか

なったりのご返事を戴いて本当に嬉しく思いました。 
この緊急提案では 他の国家資格と技術士資格との

決定的な違いとして「倫理遵守」の責務が義務づけさ

れていることを、技術士制度活用を主張する根拠とし

ています。したがって、私たち日本技術士会は国や電

力会社など重要な機関に対して資格の活用を呼びかけ
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た以上、技術士に倫理にもとる行動があってはならな

いという縛りを、あらためて自らに課したことになり

ます。組織の中で公益確保、法令遵守を個々の技術者

が全うするのは、容易でないことは多くの事例の中で

明らかなのですが、しかし、志を共にする仲間が多く

いることを個々の技術者が実感することでこれは実現

できるものと信じます。 
本年１月、日本技術士会が発表した「プロフェッシ

ョン宣言」に述べてある通りです。 原子力・放射線

部会の皆様があらためてこのことを自覚され、初心を

忘れずに活動されることを切に希望する次第です。 

 
 
 

 

部会では、原子力・放射線

分野において技術士制度が世

の役に立つ仕組みの実現を目

指しています。これまで、部

会例会において米国 PE 制度

の実態や建設部門等の他部門

の活用状況についての講演を企画するなど、技術士制

度の様々な活用形態について部会員の皆様とともに検

討を進めてきました。また、日本原子力学会と共催で

総合講演「技術士受験の勧めと技術士制度活用の具体

化」を行い、各界からのご意見や期待を戴きました。

これらを総合して本年3月に制度活用提言「期待に応

える原子力・放射線部門の技術士」を発刊し、技術士

の使命とそれを遂行する強い決意を広く関係各所にア

ピールしてきました。 

ご存知のように、本年4月に経済産業省は電力各社

に対して発電設備の総点検を指示し、隠蔽など不祥事

の再発防止対策について具体的な取り組み計画を要求

しました。5 月には再発防止対策のための行動計画が

報告されましたが、残念ながらいずれの行動計画にも

技術士に関する記述はありませんでした。公益確保＝

技術者倫理が法で規定されている技術士の活用を今こ

そ提案すべきであるとの認識で、5 月に部会幹事で緊

急提案「技術者倫理の徹底と法令遵守のための技術士

制度の活用について」を纏め各方面に説明しています。

これは3月に発行した技術士制度活用提言の一部をさ

らに具体的にしたものです。 

今回の提案では、「公益確保と信用失墜行為の禁止が

法で定められており、違

反すれば処分を受ける技

術士こそが技術者倫理の

門番である」ことを制度

活用の立脚点としていま

す。部会員の皆様のさら

なる技術者倫理研鑽をお

願いします。 
緊急提言の発行にあたって

今後も部会では活用が

一歩でも進むよう努力

を重ねていきます。 

部会長  林 克己 
作成された緊急提案冊子 
（部会HPで閲覧可能）本人写真 

 日本技術士会理事に就任して 
 

 

 

日立GEニュークリア・エナ

ジー（株）  佐川 渉 

これまで２年間、部会長や

部会役員の皆様と一緒に原子

力業界における技術士制度活

用の具体化、必要な技術士数

の確保、継続研鑽を柱に部会活動を続けてきました。

一人一人ではなかなか進められないことも、役員会で

議論し方向を決め分担協力し、またメールで意見を出

し合うことにより、具体的なアウトプットとなってき

ました。この度、部会員の皆様のご支援により理事に

就任いたしましたが、今後とも部会の活動をベースに、

技術士会全体の活動に寄与できるよう努力して参りた

いと思います。 

 特に制度活用については、技術士資格取得者を法令

遵守・技術者倫理・安全管理等の体制強化の担い手と

して各電気事業者等において活用する仕組みを構築し、

実行していくことにより、原子力の信頼回復に寄与し

ていけるものと考えますが、この仕組みの実現には、



学協会、産業界、行政機関等の外部機関や有識者への

継続的な働きかけを行っていく必要があります。制度

活用の具体化推進については、技術士共通の課題であ

り、他の部会、支部、理事会等のご支援、ご協力を頂

き、日本技術士会全体としての活動となるよう盛り上

げていきたいと思います。  

 また、技術士会の委員会のうち、国際特別委員会の

委員を担当することになりました。国際特別委員会は

日本技術士会の国際活動の総合的調整・統括、国際的

な広報の支援、APECエンジニア及びEMF国際エンジニ

ア等技術者相互認証枠組みの運用の支援、その他を行

うこととなっています。これまではAPECエンジニア等

が中心となっていましたが、原子力の今後の国際的な

展開を見据え、米国PEとの連携やASMEの動向にも注

意しながら取り組んでいきたいと思います。 

まだ２回の理事会だけで、具体的な内容をお示しでき

るまでには至っておりませんが、今後ともご支援ご協

力を宜しくお願いします。 

H19年度総会 

 
日本技術士会原子力・放射線部会の第3回総会（平

成

● 平成１９年度事業計画 

9年度事業計画

     

の具体化 

よび他技術部門での制度の

②職域別、各機関での制度活用案 

メーカー等） 

③

検討加速 

２ 保 

 

関には出前講習会を実 

②二次試験受験者数の確保 

導、講習会の実施 

③ 向

④関係機関への広報活動 

大キャラバン 

⑤技術士制度と原子力・放射線部門試験解説 

う

⑥原子力学会等との連携で受験者増加加速 

」を新

19年度）が2007年6月15日に神谷町にある葺手第

二ビル５階日本技術士会AB会議室で開催され、平成18

年度活動実績及び平成19 年度事業計画並びに平成18

年度決算報告及び平成19年度予算計画が諮られ、全回

一致で承認されました。また、部会活動の拡大と充実

を図るため、前期役員は全員留任、新たに5名の新役

員が追加選任され、3年目の活動がスタートしました。

本号では総会で審議された平成19年度の事業計画、新

役員からの抱負及び平成 19 年度上期の活動実績を紹

介します。 

 

 活動は3年目に入りましたが、平成1

としては、基本的には前年度方針を踏襲し、より具現

化に向け、活動内容を充実したものにしています。 

 

１．制度活用具体化 

確

 

２．必要な技術士数の 保

３．継続研鑽 
４．広報活動 

 

 

 

 

１． 制度活用

①海外（米国ＰＥ等）お

利用調査纏め 

（規制官庁、事業者、研究機関、

関係機関との意見交換、広報活動、 

④制度活用検討会の実施 

⑤原子力学会等との連携で

⑥関係機関への提案 

．必要な技術士数の確

①一次試験受験者数の確保

各機関への広報、必要な機

施（原子力関係会社へのPR：日本原燃他、出身大

学へのPR等） 

修習技術者、技術士補の指

新技術士講習会の開催（H19年度一・二次合格者

け講習会実施） 

原子力関連組織受験者拡

「原子力eye」への試験解説掲載を継続して行

（原子力学会共著） 

日本原子力学会ＨＰに「技術士情報ページ



設、受験の勧め」を掲載。 

 継続研鑽 ３．

催の講演会及び研修会の実施 

う） 

ュ

４．

会活動紹介 

本原子力学会誌、原子

②ホームページの随時更新 

) 

議論 

 

  

学 

原子力技術者教育

の

術士の資格が学生にとって魅力的なものでなければな

事(企画)；エネ総研 
この度、原子力・放射線部会の

企

面、技術者倫

） 

ションを図ることではないかと考えています。できる

①部会主催、共

（おおよそ二ヶ月に１回を目安に講演会等を行

②制度活用策に応じた継続研鑚メニューの検討 

③原子力学会ＣＰＤ－ＷＧとの連携及び研鑽メニ

ーの充実 

 広報活動 

①対外広報…部

アイソトープニュース、日

力eye 、電気新聞、フジサンケイビジネスアイ等

に随時紹介 

③部会報の発行(年間２回発行

④メーリングリスト運用、活発な

 

 

 

 

 
 
 

 
橋本幹事(総務)；近畿大

大学における

仕組みとして、原子力・放射線

技術士の資格取得に向けた教育活

動の導入は有効であると考えてい

ます。ただし、原子力・放射線技

りません。このためには、まず、大学教員自らが原子

力・放射線技術士となり、魅力的な技術者像を学生に

示す必要があると考えています。また、技術士制度活

用の法制化を目指した部会活動は、学生を惹き付ける

上で必須な活動であり、皆さんと共に邁進したいと思

います。 

鳥飼幹

画幹事を務めさせて頂くことに

なった鳥飼と申します。現在、原

子力学会の倫理委員であるためか、

今期から技術士会の倫理委員も務

めることになりました。幹事としては当

理の浸透等の活動を担当させて頂くことになると思い

ます。ただ、私自身は技術者倫理の専門家ではないた

め、今後も勉強させて頂きながら、できるだけ客観性

を大切にして、どのようにしたら技術者倫理的感覚を

通常業務の中に取り込み、また、生かせるようになる

か、皆さまと一緒に考えていきたいと思います。因み

に、現在の専門分野は、原子力政策・技術開発戦略、

特に放射性廃棄物管理政策等の調査研究です。宜しく

お願い致します。 
藤本幹事(広報)；原子力機構（大洗

今回、新たに広報幹事を仰せつか

りました藤本です。自分にどの程度

のことができるのかわからず、暗中

模索の状態です。広報とは、部会と

会員や一般の方々とのコミュニケー

限り効率的に、また親しみやすいかたちをと思うと難

しさが身にしみます。しかし、その前に情報提供のツ

ールである HP やメールの扱いになれるのが先です。
考えるだけでなく、トライアンドエラーを繰り返しな

がらも皆様のお役に立てるよう努力していきたいと思

います。 

（総会後の懇親会も楽しみの一つ） 

高橋幹事(広報)；日本原燃 
技術士（原子力・放射線部門）

の資格の新設情報を知ったとき、

社内で貴重価値になれるとして受

験をトライした。現在日本原燃に

出向しているが、従業員数約2000

人規模でも私以外は建築部門を含めて数人のみである。

将来、許認可における技術審査に本格的に採用・反映

される方向性の話も有り技術士養成は重要である。ま

● 新役員の抱負 



ずは日本原燃において、技術士必要性の広報を行い既

存の教育プログラムを利用して、受験者の拡大に向け

て努力していく所存です。 

阿部幹事(会計)；原子力機構（東海） 
H20 年度まで会計を担当する
阿部です。会計は活動の源泉、皆

様の協力で会計収支に過不足が無

い様に務めます。部会では臆せず

発言し、技術士会及び部会が社会

から頼られるように微力を尽くしますので、宜しくお

願いします。住いは大洗で、コンビニ（しまちゅう店）

を毎朝開店し会計とコミュニケーションの技を磨き？

東海再処理で保安管理をしています。何か、お役に立

てるかもしれませんので、近くにお越しの際等には、

御一報下さい。 

 

● H１９年度上期の活動実績 

１．役員会･総会等 
 ･2007年3月 9日（金） 平成19年度第１回役員

会(午前)及び新技術士講習会(午後) 

 ･2007年4月20日（金） 平成19年度第２回役員

会 

･2007年 6月15日（金） 平成19年度第３回役員

会(午前)及び平成１９年度総会(午後) 

２．制度活用具体化に関するもの 
1)「技術士制度活用提言(初版)」の発行(2007.3.1) 

  原子力・放射線分野(電気事業者や設計、開発、製  

造、保守を行う企業)での技術士制度の活用につい  

ての部会提言です。制度活用の早期実現に向けて、

いろいろな立場の方に一緒に考えて頂くための冊子 

でHP掲載や関連箇所に配布しPRしました。 

今後の増補版作成に向け、皆様のコメント、追加

案、修正等募集中です。 

2)緊急提案「技術者倫理の徹底と法令遵守のための

技術士制度の活用について」の発行(2007.5.31)  

この度の発電設備の総点検問題に関し、電力各

社から再発防止対策のための行動計画が報告され

ましが、公益確保＝技術者倫理が法で規定されて

いる技術士の活用を今こそ提案すべきであるとの

認識で、部会役員会で緊急提案を纏めたものです。   

本冊子は日本技術士会専務理事名で、原子力関連

企業の経営層に対し、企業内技術士受験の推進を

依頼する文書とともに配布されました。 
3)意見･発信プロジェクトのキックオフ（2007.7.19） 

    昨今のトラブル、不祥事の続発やその報道の状況

を踏まえ、当部会に、中立的立場で解説や意見の

発信を求める声があり、役員会では、公益確保と

技術者倫理の観点から、一般に対する解説・意見

発信プロジェクトの立ち上げについて、種々の論

点から前向きに検討を始めました。

３．必要な技術士数の確保及び広報活動 
1) 原子力eye「技術士試験(原子力･放射線部門)対策
講座(2)～(4)  2007年4～6月号に掲載 

 2) 原子力学会HPの原子力･放射線部門技術士ペー
ジの運営（技術士受験情報や過去問題の解説施） 
3) 部会報「創刊号」発行(2007.3.1) 

４．継続技術研鑽 
1) 講演会･例会(第3回技術士の夕べ) 

・2007年4月20日（金）共催      

   講演「臨界事故と原子力安全について」 （H19年度新技術士講習会） 

竹下 功 氏（日本技術士会専務理事）      

・2007年4月25日（土）共催（ＣＰＤミニ講座） 

 講演「中小企業経営者が技術士に期待するとこ 

ろ」 

上野保氏（東成ｴﾚｸﾄﾛﾋﾞｰﾑ㈱代表取締役社長） 

･2007年7月20日（金）（第４回技術士の夕べ） 

 講演「原子力利用のリスク」 永嶋 國雄氏   

 講演「FBR開発における高速実験炉「常陽」の役  



 割」  鈴木 惣十氏（（独）原子力 機構）  

･2007年7月31日（土）（虎ノ門パストラル葵の間）

 「技術士法制定50周年記念シンポジウム」        

 原子力・放射線部会の記念事業報告（林部会長） 

２)見学会の実施 

･2007年5月11日（金）     

13時～17時 （東京電

力㈱柏崎刈羽原子力発

電所） 

     

 

 

    
 

 

 

 

 

同僚と滋賀県の余呉

湖へワカサギ釣りに行

った時のことです。気温－８℃。「今晩はワカサギの唐

揚げで家族団らんのひとときを・・・」と想いながら

釣りを始めましたが、釣れる気配がありません。釣果

ゼロで激寒我慢大会を終え帰路に着こうとした時、妻

から「お父さんの名前が新聞に載っているよ」と電話

がありました。この時、私は初めて技術士試験に合格

したことを知りました。「何で僕より先に妻が・・・」

との不満、試験結果も知らないで趣味の世界に浸る自

分へのあきれ、合格のうれしさで複雑な気持ちでした。 
 さて、私が技術士を受験した動機は、美浜３号機二

次系配管破損事故で沈んだ心の中、「今まで自分がやっ

てきたことは何だったのか」「今後、自分はどうあるべ

きか」を何度も自問自答した末、出した結論「今後も

原子力の技術者を目指し、その中で社会に貢献してい

きたい。」という気持ちからでした。 
 試験に合格してからは、「技術者の仕事とは」「理想

の技術者とは」ということをよく考えるようになった

と思います。私の今までの業務経験から申しますと、

現在は、情報通信網やマニュアルの整備などで以前に

比べ、知識の広がりや仕事の品質は飛躍的に向上した

と考えます。一方で不足しているのは、現場を中心と

した業務感覚、思考の深さ、コミュニケーションだと

感じます。そこで、私が目指す技術者とは、 
① 設備、現場を熟知している。 
② 何のためやるか意味、目的を理解している。 
③ 基礎的な知識を応用し、問題を解決できる。

また、みんなに喜ばれる改善ができる。 
④ 多くの方とコミュニケーションを深め、協力

し合える。 

（柏崎発電所 PR 館で

説明を聞く部会員）

⑤ 倫理に対する高い見識を持っている。 
⑥ 日々、知識・技能の向上のために努力してい

る。また、責任を持って行動できる。 
⑦ 後進の育成ができる。 

と考えましたが、私にはまだまだ力不足で、コツコツ

と努力を積み重ねていかなければなりません。 
井上 浩 

(関西電力（株）) 
 最後に自己紹介と部会活動についてですが、私は、

原子力発電のパイオニアである美浜発電所で運転業務

を二十数年しております。今年は、「地域・社会に出て

行こう」という目標を立てていたので、勇気を出して

日本技術士会に入会しました。今の段階では、とても

原子力・放射線部会に貢献できるようなレベルではあ

りませんが、部会活動を通じて多くの方と親睦を深め

ていく中で、お互いの知識・技能の向上につながって

いけばと考えています。よろしくお願いいたします。 

  
    

 
 
六ヶ所再処理工場の

使用済み燃料受入れ・

貯蔵施設のある設備においてメーカーでの耐震計算の

誤入力が明らかとなった。今回のような事例に対しメ

ーカーでの再発防止に技術士がどの程度活用可能かを

考察してみた。 

大橋正雄  
(三菱重工業（株）) 

経緯は、平成 4～5 年ごろ協力会社が孫請に実施さ
せた耐震計算に誤入力があり、平成8年の総点検の時



に、協力会社の設計者が間違いに気付いたが問題の大

きさから言い出せず問題無しとした。平成9～12年の
設備改造の耐震計算、平成 17～18年の「解析ｺｰﾄﾞに
用いられた入力ﾃﾞｰﾀの妥当性確認」時においてもその

間違いを設計者は指摘して来なかった。しかし、どこ

かの時点で協力会社から耐震計算の誤入力が元請に報

告され、平成 19年 4月客先経由保安院へ本件が報告
されるに至った。 
上記経緯から、この耐震計算誤入力は、①技術力、

②技術者の倫理の二点の問題を含んでいる。平成4～5
年の誤入力や当時も含めて関係者のチェック機能が有

効でなかったことは①の問題。平成8年に設計者が客
先への影響が大きいことから間違いがあるにも拘わら

ず問題無しと報告したのは②の問題である。 
  ①では計算書等の妥当性チェックに技術士の活用

があるが、耐震計算の経験を持った技術士であれば、

ラインや第三者としてチェックすることは可能かと思

うが、そのような技術士を特に原子力・放射線部門の

技術士に求めても殆どいないのではないか。設計分野

の経験を持った技術士であれば、解析コードを使用す

る計算業務の誤入力防止システム構築への貢献ぐらい

は可能かも知れない。 
②では、設計者が言い出さない限り関与しようがな

い。設計者は、客先への影響の大きさと言うより、社

内での本人への風当たりを考え言い出せなかったので

はないか。技術者は多くの場合孤独であり、この設計

者のような技術者が自分の間違いを言い出せる環境・

雰囲気が必要なのだろう。この設計者の上司が本来そ

のような役割を担うべきだが、上司自身も当事者の一

人で現実にはどうであろうか。この様な場合、直接関

与しない身近な技術士が相談にのり、会社との間に入

ってこの設計者のような技術者を支援する仕組みがあ

れば改善できるのではないか。ただ、この役割を会社

から指名されただけでこの設計者のような人が心を開

く訳ではなく、技術士の常日頃の言動が重要で、兄貴

的な雰囲気作りを自ら努力することが必要なのだろう。 
平成 19年 4月、何故この時期に協力会社で明らか
となり元請に報告されたのか公開資料では不明だが、

メーカーとしてはダメージが如何に大きくても安全性

重視の判断がなされたのであろう。このコンプライア

ンスの判断に技術士がどの程度関与したのであろう

か･････。 
今回の事例で示される通り、メーカーで原子力・放

射線部門の技術士を限定的な目的で活用できる可能性

はあるが、技術士が最適任と言うことでもない。原子

力・放射線部門の技術士の活用として、限定的な目的

というより建設部門のように企業内技術士資格者数が

企業の技術力や信頼性等を判断する指標とするような

方向もある。 

  
  
     
 
本年２月に技術士試

験に合格し、３月に技

術士登録しました。試験の備えをよくやっていなかっ

たこともありますが、初回受験時は面接試験で失敗し

ました。単に実務経験だけでは即答できない、普段あ

まり意識して考えてはいないような、原子力に対する

個人のポリシー、意気込み、社会貢献といったものを

問われ、全うに答えられなかったためです。そのため、

「論文のトライアスロン」とも言われる筆記試験を二

度受験することになりました。二回目の面接でも決し

て良くできたわけではなく、必死になってなんとか答

えようとしていた姿勢をある程度認めてもらったのだ

と思います。やっと、最低限のボーダーラインは超え

ただけであり、これからも研鑽に勤めたいと思います。 

須藤俊幸 
（独）原子力機構 

 さて、原子力ルネッサンスと言われる一方で、日本

では原子力業界の不祥事でなお一層の信頼回復に勤め

ていかねばならないところですが、何かの記事で読ん

で共感した内容を紹介します（正確ではありませんが）。 

原子力ありきというのではなく、原子力でなくても

より優れたものができればそちらに移行していけばよ

いのですが、近い将来、危機に直面した時に、他に対

応の仕方がないという状況に陥らないように、手段と

しての原子力を開発しておく必要がある。それがわれ



われの義務、他に手が無く、原子力をやっておけばよ

かった、といったことにならないように、原子力より

良い技術が、それで本当にやっていけると確証される

までは、といったものです。 

オイルピーク、地球温暖化、エネルギー危機など、

さらにその向こうには世界情勢の悪化、最悪、戦争と

いうのも不安の種の１つで大きな課題です。それもそ

んなに遠くない将来、自分の子供の世代には直面して

しまうかもしれない話です。杞憂であることを望みま

す。 

原子力技術を今後とも継続的に維持・向上させてい

くことに、不安定な将来を少しでも安定化することに、

微力ではあっても努めて行きたいと思います。 

１． 日本技術士会に仲間を勧誘し、また部会活動に

参加ください。部門が世の役に立つ仕組み作りには、

多くの会員諸氏の協力が必要です。 

２． 技術士受験を職場内外の方に勧め、技術士を増

やしましょう。 

３． ＣＰＤ（継続研鑽）を積み、ＣＰＤ認定会員を

目指してください。（日本技術士会会員で3年間150

時間のＣＰＤ記録があれば申請できる）まずは、技

術士として自分の得意分野の発表を部会例会で！ 

４．ＡＰＥＣエンジニアの登録申請をしてください。 

昨年５月より、全ての部門で登録が可能となりま

した。技術士登録直後でも下記３つの条件が満たさ

れれば申請できます。（7年間の業務経験、2年間の

重要業務、2年間100時間のＣＰＤ記録） 

 

   

部会員の皆様におかれましては、こ

の夏の猛暑日を如何がお過ごしになられたでしょうか。

まだむし暑い日が続いておりますが心よりお見舞い申

し上げます。 
第2号でも、著明なお二人の先生から巻頭言を戴き
ました。厚くお礼申し上げます。原子力･放射線部会の

活動はまだ緒に着いたばかりですが、原子力・放射線

に関する話題は後をたたず、期待の大きさをひしひし

と感じております。叱咤激励に応えるべく、技術者倫

理をわきまえ、技術力の研鑽と公益確保のために邁進

したいと存じます。今後とも、暖かいご指導ご支援を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
原子力・放射線部会では、本年 5 月に東京電力(株)
柏崎・刈羽原子力発電所の見学会が実施されました。

その時参加した会員の誰しもが、1 ヶ月後にまさかそ
こで想定を超える大地震が起こるとは予想だにしなか

ったに違いありません。今、部会員の中には一生懸命

復旧作業と原子炉の健全性確認にあたっている仲間も

おります。敬意を表する次第です。 
このような未曾有の出来事に対しても、原子炉は安

全に、発電所は自動で停止しました。もしどこかにウ

ィークリンク（例えば、阪神大震災の手抜き工事のよ

うな弱点）があると、地震そのものは単一事象でも、

複合事象を誘発することが考えられますが、結果的に

原子炉設計上の大きな問題はなく、むしろ一般設計と

の違いを実証した結果になりました。原子力発電所の

仕組みを充分知っている技術者は、自分を含め問題な

く停止すると考えていた人が多いと思います。 
今回も冷静になって考えると、マスコミの行き過ぎ

た報道や風評被害が繰り返されているようです。これ

は大きな社会損失ですが、すぐに改善されるとも思わ

れません。我々技術者はマスコミと一般社会の特性を

よく理解して事に当たる必要があります。巻頭言を戴

いた岡本先生もおっしゃっているように、原子炉安全

設計の目的関数、即ち「原子力発電所の安全と原子炉

の安全」の違いを一般に対し明確に説明できなければ

なりません。そして現代の情報化社会で大切なのは、

やはり正しい情報のスピードです。 
部会では、これらに応えるべく意見･発信プロジェク

トを立ち上げる予定です。先ずは日頃の技術研鑽を積

み、正しい知識を身に付けながら、

中立的な立場の技術者集団として、

社会のお役に立てる日が来ること

を信じております。(伊藤記) 

編集後記 

部会員へのお願い  
 


